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模
企
業
の
支
援
機
関
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
社
会
貢
献
し
て

い
く
た
め
、
組
織
を
挙
げ
て
、

商
工
会
の
魅
力
を
よ
り
一
層

高
め
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆

様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
衷
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年

元
旦
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年
頭
の
ご
挨
拶

青
森
県
商
工
会
連
合
会

会
長

今

誠
康

し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を

は
じ
め
、
関
係
各
位
よ
り
特
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
来
の
世
界
的
不
況
の

影
響
か
ら
県
内
の
生
産
・
雇

用
・
消
費
は
依
然
と
し
て
弱

く
、
小
規
模
・
零
細
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お

い
て
は
、
小
規
模
事
業
者
の
廃

業
も
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員

の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
が
、

地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過

で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
新
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
に
あ
っ
て
は
、
今
後
、

地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か

い
経
営
支
援
が
従
前
に
も
増

し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

商
工
会
に
よ
る
中
・
小
規
模
企

業
へ
の
巡
回
指
導
の
徹
底
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

商
工
会
は
、
中
・
小
規
模
企

業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も

の
間
、
経
営
改
善
普
及
事
業

な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
今
年
は
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

記
念
式
典
を
と
り
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
こ
の
事
業
が
、
組

織
強
化
の
契
機
と
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
商
工
会
が
、
中
・
小
規

年
頭
に
あ
た
っ
て

全
国
商
工
会
連
合
会

会
長

石
澤

義
文

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十

二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
昨
年
、
我
が

国
の
経
済
は
、
一
面
に
お
い
て

は
最
悪
期
を
脱
し
、
持
ち
直
し

の
動
き
も
出
て
き
た
と
い
わ
れ

ま
し
た
が
、
一
昨
年
来
の
世
界

的
不
況
の
影
響
か
ら
、
地
方
の

中
小
・
小
規
模
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
引
き
続
き
極

め
て
厳
し
い
状
況
の
ま
ま
推
移

し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

十
一
月
十
九
日
に
東
京
で
開

催
し
た
第
四
十
九
回
商
工
会

全
国
大
会
で
は
、
政
府
・
与
党

等
に
、
一
刻
も
早
い
景
気
回
復

に
向
け
た
対
応
の
強
化
を
求

め
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
商
工

会
と
し
て
も
、
会
員
へ
の
巡
回

訪
問
に
よ
る
き
め
細
か
な
経

営
支
援
、
地
域
産
品
を
活
用
し

た
産
業
振
興
な
ど
に
全
力
で

取
り
組
み
、
会
員
の
皆
様
の
経

営
や
地
域
経
済
の
発
展
の
た

め
に
、
新
た
な
活
路
を
切
り
開

い
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
都
市
と
地
方
、
中

心
市
街
地
と
周
辺
部
の
地
域

間
格
差
も
近
年
、
拡
大
傾
向
に

あ
り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

む
地
域
で
は
、
公
共
交
通
機
関

な
ど
身
近
な
生
活
イ
ン
フ
ラ

や
、
地
域
の
祭
り
・
防
犯
活
動

と
い
っ
た
自
治
活
動
に
支
障

が
生
じ
て
く
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
商
工

会
は
、
防
犯
・
防
災
や
、
お
年

寄
り
へ
の
宅
配
と
い
っ
た
生

活
支
援
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
活
動
に
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「

地
域
を
支
え
る
商
工
会
」
と
し

て
、
ま
す
ま
す
頼
り
に
さ
れ
る

存
在
と
な
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
昨
年
六
月
に
全
国
連

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

が
、
以
来
、
巡
回
訪
問
に
よ
る

経
営
支
援
の
効
果
的
な
進
め

方
の
検
討
や
、
商
工
会
の
活
動

強
化
に
向
け
た
商
工
会
・
県

連
・
全
国
連
の
連
携
強
化
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

今
年
は
、
商
工
会
が
法
制
化

さ
れ
て
五
十
周
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
現
在
、

商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

様
々
な
改
革
の
成
果
を
実
ら

せ
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、

会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今

ま
で
以
上
に
支
持
さ
れ
る
組

織
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

皆
様
の
一
層
の
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会

員
の
皆
様
並
び
関
係
各
位
に

と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年

元
旦

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に

本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際

し
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理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

専
務
理
事

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会

長

越
後
林
達
巳

七

尾

潔

神
馬
吉
藏

中
美
久
里
子

大

槻

淳

野
村
甚
左
衛
門

宮
本
純
一

三
和
孝
治

齋
藤
茂
人

宮
腰
陽
一

宮
本
佳
悦

二
本
栁
雄
作

中
田
勝
美

竹
林
秋
雄

佐
藤
光
彦

大
江
和
夫

蛯
沢
正
勝

前
山
誠
一

今

誠

康

大

畑

町

平

内

町

深

浦

町

県

女

連

県

青

連

外
ヶ
浜
町

つ
が
る
市

市

浦

お
い
ら
せ
町

大

鰐

町

南

部

町

東

通

村

藤

崎

町

三

沢

市

員

外

階

上

町

東

北

町

西
目
屋
村

金

木

平
内
町
商
工
会

会
長

七

尾

潔

外
ヶ
浜
町
商
工
会

会
長

野
村
甚
左
衛
門

今
別
町
商
工
会

会
長

本

郷

鉄

男

蓬
田
村
商
工
会

会
長

小

鹿

秀

敏

鯵
ヶ
沢
町
商
工
会

会
長

網
野

榮
一
郎

つ
が
る
市
商
工
会

会
長

宮

本

純

一

深
浦
町
商
工
会

会
長

神

馬

吉

藏

岩
木
町
商
工
会

会
長

一

戸

鐵

弘

相
馬
村
商
工
会

会
長

栗

形

昭

一

西
目
屋
村
商
工
会

会
長

前

山

誠

一

藤
崎
町
商
工
会

会
長

中

田

勝

美

大
鰐
町
商
工
会

会
長

宮

腰

陽

一

尾
上
町
商
工
会

会
長

山

口

孝

一

青
森
市
浪
岡
商
工
会

会
長

吉

岡

贇

次

平
賀
町
商
工
会

会
長

古

川

敏

夫

田
舎
館
村
商
工
会

会
長

菊

地

洋

三

碇
ヶ
関
村
商
工
会

会
長

木

村

銀

一

板
柳
町
商
工
会

会
長

三

上

洋

一

金
木
商
工
会

会
長

今

誠

康

中
泊
町
商
工
会

会
長

成

田

一

憲

鶴
田
町
商
工
会

会
長

藤

田

努

市
浦
商
工
会

会
長

三

和

孝

治

三
沢
市
商
工
会

会
長

竹

林

秋

雄

野
辺
地
町
商
工
会

会
長

井

口

豊

次

七
戸
町
商
工
会

会
長

米
内
山

正
義

お
い
ら
せ
町
商
工
会

会
長

齋

藤

茂

人

十
和
田
湖
商
工
会

会
長

中

村

正

夫

六
戸
町
商
工
会

会
長

円

子

徳

通

横
浜
町
商
工
会

会
長

澤

谷

英

文

上
北
町
商
工
会

会
長

富

岡

弘

治

東
北
町
商
工
会

会
長

蛯

沢

正

勝

天
間
林
村
商
工
会

会
長

工

藤

慎

康

六
ヶ
所
村
商
工
会

会
長

上
長
根

浅
吉

む
つ
市
川
内
町
商
工
会

会
長

半

田

義

秋

大
畑
町
商
工
会

会
長

越
後
林

達
巳

大
間
町
商
工
会

会
長

松

山

義

文

風
間
浦
村
商
工
会

会
長

駒

嶺

剛

一

佐
井
村
商
工
会

会
長

山

口

捷

夫

東
通
村
商
工
会

会
長

二
本
栁

雄
作

三
戸
町
商
工
会

会
長

梅

津

春

男

五
戸
町
商
工
会

会
長

金

澤

孝

吉

田
子
町
商
工
会

会
長

釜

淵

嘉

内

南
部
町
商
工
会

会
長

宮

本

佳

悦

階
上
町
商
工
会

会
長

大

江

和

夫

南
郷
商
工
会

会
長

壬
生

八
十
博
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去
る
、
十
一
月
十
九
日
（
木
）
か
ら
二
十
日
（
金
）
の
一

泊
二
日
の
行
程
で
、
県
下
商
工
会
長
等
三
十
八
名
の
参
加
の

も
と
第
四
十
九
回
商
工
会
全
国
大
会
並
び
に
県
外
視
察
研
修

が
開
催
さ
れ
た
。

第
四
十
九
回
商
工
会
全
国
大
会
で
は
、
全
国
連
の
石
澤
会

長
挨
拶
の
後
、
直
嶋
経
済
産
業
経
済
大
臣
の
祝
辞
を
賜
り
、

末
武
理
事
よ
り
次
の
二
点
の
意
見
表
明
・
大
会
決
議
が
行
わ

れ
参
加
者
の
満
場
一
致
で
原
案
通
り
決
議
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
継
続
的
な
景
気
対
策
、
中
小
・
小
規
模
企
業

対
策
の
拡
充

Ⅱ
．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

そ
の
後
、
退
任
さ
れ
た
県
連
会
長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
事
業

推
進
優
良
商
工
会
表
彰
、む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
、

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
が
あ
り
、
各
政
党
の
代
表
者
に
よ
る

祝
辞
の
後
、
本
大
会
は
予
定
通
り
無
事
閉
会
し
、
参
加
者
は

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
へ
移
動
し
た
。

二
日
目
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
視
察
の
た
め
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
へ
移
動
。
参
加
者
は
全
国
の
地
域
の
地

域
資
源
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
中
心
に
、
積
極

的
に
関
係
者
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
東
京
駅
・
羽
田
空
港
で
随
時
解
散
し
予
定
の
全

行
程
を
無
事
終
了
し
た
。

な
お
、
全
国
大
会
表
彰
者
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
。

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

優
良
商
工
会

田
子
町
商
工
会

役
員
功
労
者

澤
谷

英
文

（
横
浜
町
商
工
会
長
）

優
良
常
勤
役
職
員

堀

一
男
（
県
連
）

全
国
連
会
長
表
彰

役
員
功
労
者

田
中

孝
（
平

内

町
）

小
田
桐

才
（
尾

上

町
）

西
沢

文
夫
（
尾

上

町
）

原
田

清
蔵
（
尾

上

町
）

宮
川
喜
代
治
（
尾

上

町
）

松
井

睦
朗
（
尾

上

町
）

西
谷
陸
奥
雄
（
尾

上

町
）

菊
地

洋
三
（
田
舎
館
村
）

阿
保

兼
光
（
田
舎
館
村
）

相
馬

末
一
（
田
舎
館
村
）

斎
藤

幸
夫
（
田
舎
館
村
）

田
澤

教
一
（
田
舎
館
村
）

相
馬

繁
（
田
舎
館
村
）

桜
井

良
一
（
鯵
ヶ
沢
町
）

森
山

文
浩
（
深

浦

町
）

三
上

幸
春
（
西
目
屋
村
）

溝
江

壽
弘
（
西
目
屋
村
）

三
上

慶
一
（
西
目
屋
村
）

桂
田

正
春
（
西
目
屋
村
）

山
下

竹
男
（
西
目
屋
村
）

五
十
嵐
健
蔵
（
野
辺
地
町
）

小
泉

暁
則
（
野
辺
地
町
）

熊
谷

正
志
（
野
辺
地
町
）

熊
谷

晴
雄
（
野
辺
地
町
）

藤
谷

孝
志
（
野
辺
地
町
）

米
内
山
正
義
（
七

戸

町
）

宮
沢

公
生
（
七

戸

町
）

小
川

学
（
横

浜

町
）

杉
山

光
（
横

浜

町
）

前
田

大
作
（
横

浜

町
）

下
久
保

勉
（
横

浜

町
）

附
田

文
哉
（
天
間
林
村
）

町
屋

秀
子
（
天
間
林
村
）

中
村

正
彦
（
天
間
林
村
）

宮
川

尚
（
佐

井

村
）

宮
川

道
子
（
佐

井

村
）

根
岸

利
男
（
佐

井

村
）

福
田

義
晴
（
佐

井

村
）

大
江

和
夫
（
階

上

町
）

寅
谷

正
美
（
階

上

町
）

山
道

義
一
（
階

上

町
）
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「「青青年年部部生生誕誕のの地地へへ
いいざざ集集わわんん！！」」

第
十
二
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
富
山
大
会
）
が
、
十
一
月
十
一
日
（
水
）

～
十
二
日
（
木
）
の
日
程
で
、
富
山
県
富

山
市
「
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
」
に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
県
か
ら
は
十
六
名
が
参
加
し
、
我
々

商
工
会
青
年
部
の
原
点
で
あ
る
「
商
売
」

を
今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
地
域
経
済

人
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、

五
十
年
前
に
入
善
町
を
生
誕
の
地
と
し
て

産
声
を
あ
げ
た
富
山
県
に
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
県
の
青
年
部
員
約

二
千
五
百
名
が
集
結
し
た
。

開
会
宣
言
、
主
催
者
挨
拶
等
終
了
後
、

大
会
顕
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
広
い
視

野
・
高
い
視
点
を
も
っ
て
日
常
の
青
年
部

活
動
（
特
に
県
青
連
活
動
）
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
人
材
育
成
に
力
を
注
ぎ
、
そ

の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
対

外
的
に
も
高
い
評
価
を
得
、
地
域
及
び
青

年
部
の
よ
き
伝
統
の
継
承
に
貢
献
し
た
と

し
て
、「
人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門
」

に
お
い
て
、
佐
井
村
の
北
野
泰
史
氏
が
受

賞
な
さ
れ
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
青
年
部
活

動
に
対
し
て
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
む
つ
市
川
内
町
の
中
島
満
氏
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、「
青
年
部
活
動
と
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」「
青
年
部
活
動
に
参

加
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
者
７
名
が
熱
弁
を
揮
っ
た
。
そ
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は
「
青
年
部
活
動
に
参
加

し
て
～
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き

事
～
」
と
題
し
て
発
表
し
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
・
三
重
県
・
松
阪
西
部
商
工
会
青
年
部

員
の
竹
内
紀
夫
氏
が
選
ば
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
日
本
映
画
界
を
代
表
す

る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
監
督
で
あ
り
富
山
県
出

身
で
も
あ
る
滝
田
洋
二
郎
氏
が
「
輝
く
地
域

の
た
め
に
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
」
と
題
し

て
、
お
く
り
び
と
な
ど
の
映
画
撮
影
時
の
出

来
事
、
そ
の
時
の
地
域
と
の
関
わ
り
、
地
方

の
人
た
ち
と
の
交
流
・
繋
が
り
に
よ
っ
て
、

映
画
は
よ
り
い
い
物
に
仕
上
が
る
と
講
演
さ

れ
た
。

二
日
目
は
、
全
国
青
年
部
長
会
議
が
開
か

れ
、
全
青
連
の
正
副
会
長
よ
り
青
年
部
員
実

態
調
査
、
平
成
二
十
年
度
の
意
見
表
明
・
決

議
の
実
施
状
況
、
ク
ラ
ブ
イ
ン
パ
ル
ス
事
業
、

「
緑
の
募
金
」
対
応
自
動
販
売
機
設
置
に
よ

る
環
境
改
善
・
社
会
貢
献
事
業
に
つ
い
て
報

告
・
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
迎
え
、
二
日
間
の
日
程
を
無
事
終
了

し
た
。
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平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
（
水
）
八
日

（
木
）、
第
十
六
回
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工

会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並
び
に
主
張
発
表

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
福
島
県
郡

山
市
「
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

に
て
開
催
さ
れ
、
総
勢
三
百
五
十
九
名
、
青

森
県
か
ら
は
二
十
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
東
北
六
県
・

北
海
道
商
工
会
青
年
部
連
合
会
連
絡
協
議
会

会
長
に
就
任
し
た
大
槻
淳
（
青
森
県
青
連
会

長
）
よ
り
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
主
張

発
表
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
行
わ

第第第１１１６６６回回回東東東北北北六六六県県県・・・北北北海海海道道道商商商工工工会会会青青青年年年部部部員員員交交交流流流研研研修修修会会会
主主主張張張発発発表表表 東東東北北北・・・北北北海海海道道道ブブブロロロッッッククク大大大会会会

加
福
仁
君

敢
闘
賞

れ
た
。

青
森
県
青
連
か
ら
は
、
つ
が
る
市
商
工
会

青
年
部
の
加
福
仁
君
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
事
業
を
通
じ
て
甦
っ
た
商
魂
！
」
を
テ

ー
マ
に
各
道
・
県
七
名
の
代
表
者
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
発
表
し
た
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

出
だ
し
で
、
子
供
た
ち
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
を
通
じ
て
、
商
売
の
仕
組
み
等
教
え
る

立
場
に
あ
る
自
分
が
、
子
供
た
ち
の
素
直
で

元
気
に
商
品
を
売
る
姿
を
み
て
、
逆
に
失
わ

れ
つ
つ
あ
っ
た
商
魂
が
沸
々
と
甦
っ
て
き
た

と
表
現
力
豊
か
に
発
表
し
た
。

結
果
は
僅
差
な
が
ら
惜
し
く
も
敢
闘
賞
と

な
り
、
残
念
な
が
ら
全
国
大
会
へ
の
切
符
は

逃
し
た
。
最
優
秀
賞
は
山
形
県
青
連
の
高
橋

堅
君
が
、
優
秀
賞
に
は
宮
城
県
青
連
の
斎
藤

高
史
君
が
選
ば
れ
、
山
形
県
青
連
の
高
橋
堅

君
が
東
北
六
県
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

と
な
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、「
空
を
見
よ
う
～
温
室
効

果
ガ
ス
が
も
た
ら
す
環
境
問
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
俳
優
で
あ
り
、
気
象
予
報
士
で
も

あ
る
石
原
良
純
氏
が
、
子
供
の
頃
か
ら
空
を

見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
、
気
象
予
報
士

の
森
田
さ
ん
と
の
出
会
い
が
資
格
取
得
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
、
現
在
世
界
が
お
か

れ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
お
話
さ
れ

た
。
研
修
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
交
流

会
が
行
わ
れ
、
他
県
の
青
年
部
員
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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九
月
十
七
日
～
十
八
日
の
二
日
間
、

盛
岡
市
「
岩
手
県
民
会
館
」
に
お
い
て
、

『
第
十
一
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
ｉ
ｎ
い
わ
て
』
が
開
催
さ
れ
、
本
県

か
ら
は
六
十
名
の
女
性
部
員
が
参
加

し
た
。
本
大
会
へ
は
全
国
よ
り
二
千
二

百
名
の
商
工
会
女
性
部
員
の
出
席
が

あ
り
、「
女
性
の
笑
顔
が
街
の
元
気
！

拓
こ
う
未
来

創
ろ
う
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
大
会

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク

の
代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
劣
の
つ
け
が
た

い
発
表
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
は
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
豊
島
代
子
さ

ん
（
鹿
児
島
県
）
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
基
調
講
演
で
は
作
家
の
幸
田

真
音
氏
に
よ
る
「
信
じ
る
こ
と
、
楽
し

む
こ
と
～
女
性
の
感
性
で
地
域
に
新

た
な
輝
き
を
～
」
と
題
し
講
演
が
行
わ

れ
た
。
初
日
の
研
修
会
終
了
後
は
場
所

を
移
動
し
、「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

に
お
い
て
交
流
会
が
行
わ
れ
、
他
県
の

女
性
部
員
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
二
日
目
は
、
移
動
分
科
会

を
行
い
二
日
間
の
研
修
会
を
無
事
終

了
し
た
。

幸
田
真
音
氏
基
調
講
演



商工会報 №365 平成 22 年 1月 ⑦

平
成
十
七
年
ま
で
十
九
年
間
連
続
し
て

行
わ
れ
て
い
た
全
国
物
産
展
が
『
地
域
力

宣
言
２
０
０
９
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
』

と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日

（
金
）
～
二
十
三
日
（
月
）
の
四
日
間
、

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル

に
て
装
い
も
新
た
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
物
産
展
は
全
国
各
地
で
積
極
的
に

取
組
ま
れ
て
い
る
む
ら
お
こ
し
事
業
や
地

域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

な
ど
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
特
産
品
を
中
心

に
、
地
域
色
あ
ふ
れ
る
産
品
を
一
堂
に
集

め
、
そ
の
成
果
普
及
や
販
路
開
拓
、
関
係

者
の
情
報
交
換
や
各
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
る
。

本
県
ブ
ー
ス
と
し
て
は
、
四
商
工
会
と

五
企
業
の
九
出
展
者
が
参
加
し
、
全
国
展

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
開
発
さ
れ
た
深

浦
町
「
ふ
か
う
ら
雪
人
参
ぷ
ち
っ
と
ゼ
リ

ー
」
や
全
国
的
に
有
名
な
大
間
町
の
「
大

間
ま
ぐ
ろ
」
田
子
町
「
田
子
産
に
ん
に
く
」

な
ど
、
青
森
の
特
色
を
活
か
し
た
自
慢
の

品
々
が
並
び
、
試
食
・
試
飲
等
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
た
く

さ
ん
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。



商工会報 №365 平成 22 年 1月 ⑧

去
る
平
成
二
十
一
年
十
月
十
七
日

（
土
）・
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、
㈱
マ

エ
ダ
西
バ
イ
パ
ス
店
内
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

に
て
「
青
森
県
商
工
会
特
産
品
プ
ラ
ザ
」

が
開
催
さ
れ
た
。

本
事
業
は
各
商
工
会
地
域
の
特
産
品
等

を
一
堂
に
会
し
、
商
工
会
職
員
の
実
践
研

修
の
場
と
し
店
頭
販
売
や
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
地
域
の
事
業
者
や
農
水
等
の

加
工
グ
ル
ー
プ
に
も
参
加
い
た
だ
き
今

後
、
農
商
工
の
特
産
物
の
販
路
開
拓
及
び

食
材
の
融
合
等
に
よ
る
付
加
価
値
商
品
の

開
発
等
の
活
性
化
に
繋
が
る
機
会
の
一
助

と
し
て
実
施
し
た
。

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
ご
来
賓
に
吉
崎
商
工
労
働
部
次
長
を
迎

え
、
関
係
者
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。

尚
、
本
年
度
は
地
域
の
特
産
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
十
七
日
は
七
戸
町
「
戸
」・「
北

の
お
さ
つ
」
和
菓
子
セ
ッ
ト
を
先
着
二
五

〇
名
様
、
十
八
日
は
深
浦
町
「
ふ
か
う
ら

雪
人
参
ぷ
ち
っ
と
ゼ
リ
ー
」
を
先
着
五
〇

〇
名
様
に
無
料
配
布
し
た
。
そ
の
他
各
商

工
会
地
域
の
特
産
品
詰
合
せ
セ
ッ
ト
な
ど

が
当
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
し
、
お

客
様
の
一
喜
一
憂
す
る
光
景
が
見
ら
れ
る

な
ど
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

開
催
期
間
の
総
売
上
は
約
二
百
四
万

円
、
特
設
会
場
へ
の
来
客
数
は
約
七
千
六

百
人
に
の
ぼ
り
、
県
内
商
工
会
地
域
の
特

産
品
や
地
域
情
報
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
紹

介
し
た
。
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商工会名 事 業 区 分 事 業 名 称

外ヶ浜町商工会 ①農商工連携推進事業 「農業・漁業・製造業・商業連携推進育成事業」

板柳町商工会 ①農商工連携推進事業
｢農商工連携による生産者との新製品開発調査研

究事業｣

三戸町商工会 ①農商工連携推進事業 『ジョの実サンド』商品化フォローアップ事業

大鰐町商工会 ③新幹線全線開業対策推進事業
「新幹線全線開業後の大鰐温泉への観光客呼び込

み作戦セミナー等開催事業｣

青森市浪岡商工会 ③新幹線全線開業対策推進事業
新幹線全線開業～中世の里なみおか『見える化』

調査事業

十和田湖商工会 ③新幹線全線開業対策推進事業 『十和田湖観光産業ブラッシュアップ』事業

近
年
、
企
業
規
模
や
業
種
、
地
域
に
よ
り
景
況
に
格
差
が
見

ら
れ
る
中
、
地
域
経
済
を
自
律
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
と
中
小
企
業
が
有
機
的
に

連
携
し
、
互
い
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
等
を
活
用
し
、
新

商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
等
を
促
進
す
る
農
商
工
連
携
の
取
組

み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
十
二
月
の
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
に
向
け

観
光
客
等
の
受
け
入
れ
を
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

位
置
づ
け
、
地
域
の
経
済
、
関
連
企
業
の
活
性
化
及
び
経
営
意

欲
の
向
上
に
繋
が
る
取
り
組
み
等
を
支
援
す
る
た
め
本
会
で

は
、
積
極
的
に
農
商
工
連
携
や
地
域
資
源
活
用
支
援
を
展
開
、

ま
た
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
対
策
事
業
を
展
開
す
る
《
核
》

と
な
る
モ
デ
ル
商
工
会
を
創
出
し
、
そ
の
地
域
の
相
乗
効
果
に

よ
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
提
案
型
地
域
活

性
化
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
提
案
型
事
業
は
、
商
工
会
職
員
が
自
ら
企
画
立
案
し
企

画
能
力
向
上
及
び
、
今
後
の
補
助
事
業
へ
の
積
極
的
な
展
開
を

目
指
し
、
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
択
し
一
テ
ー
マ
上

限
六
十
万
円
の
助
成
を
受
け
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

①
農
商
工
連
携
推
進
事
業

②
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
支
援
事
業

③
新
幹
線
全
線
開
業
対
策
推
進
事
業

今
年
度
は
以
下
の
六
商
工
会
か
ら
の
事
業
申
請
が
あ
り
、
採

択
さ
れ
た
。
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